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岐
阜
県
人
会
は
、
明
治
35
年
、
東
京
エ
リ
ア
に
お
住
ま

い
の
岐
阜
県
出
身
の
方
々
が
相
互
に
親
睦
交
流
を
図
る
場

と
し
て
設
立
さ
れ
、
以
来
１
０
７
年
に
わ
た
っ
て
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
熱
心
な
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
に
支

え
ら
れ
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
場
が
設
定
さ
れ
、
多
彩
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
や
素
敵
な
出
会
い
も
数
え
切
れ
な
い
程
あ

っ
た
も
の
と
推
測
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
会
員
全
体
を
対
象
と
し
た
活
動
は
、
年
２
回

の
会
報｢

岐
阜
ネ
ッ
ト｣

の
発
行
と
、
秋
の
「
総
会
・
懇

親
会
」
の
開
催
に
限
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
活
動
状
況
の
下
、「
こ
れ
だ
け
で
は
、
交
流
の
輪

が
拡
が
ら
な
い
」、「
わ
ざ
わ
ざ
会
費
を
払
っ
て
参
加
す
る

に
は
物
足
ら
な
い
」、etc... 

と
の
一
部
会
員
の
声
も
あ
り
、

今
回
始
め
て
会
員
全
体
を
対
象
と
す
る
『
夏
の
イ
ベ
ン
ト
』

を
企
画
し
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
加
藤
会
長
開
会
挨
拶
よ
り
要
約
）

　
以
下
、
当
日
の
模
様
を
実
況
し
ま
す
。

講
師
：
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
理
事
長

立
川　

敬
二
氏
（
大
垣
市
出
身
）

内
容
：
「
日
本
の
宇
宙
開
発
─
人
類
の
夢
、未
知
へ
の
挑
戦
─
」

日
時
：
７
月
18
日
（
土
）　

午
後
14
時

場
所
：
昭
和
女
子
大
学
「
学
園
本
部
大
会
議
室
」

参
加
人
数
：
約
１
０
０
人

今
回
第
一
回
目
と
し
て
は
、
参
加
者
の
反
応
も
極
め
て

良
く
、「
日
常
か
ら
離
れ
て
夢
の
世
界
に
溶
け
込
め
た
」、

「
宇
宙
開
発
の
意
義
を
は
じ
め
て
理
解
し
た
」、「
宇
宙
に

挑
戦
す
る
若
田
さ
ん
始
め
飛
行
士
に
感
動
し
た
」、「
こ
の

よ
う
な
講
演
会
な
ら
ま
た
出
席
し
た
い
」
と
い
う
よ
う
な

声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
若
田
飛
行
士
が
宇
宙
に
滞
在
し
て
い

る
と
い
う
時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
選
び
と
な
っ
た
こ
と
と
、
立

川
講
師
の
お
話
の
内
容
が
面
白
く
、
聴
く
人
を
飽
き
さ
せ

な
い
巧
み
な
話
術
と
あ
い
ま
っ
て
眠
っ
て
い
た
好
奇
心
が
大

い
に
刺
激
さ
れ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
、
ま
ず
は
順
調
な
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
「
ど
の
よ
う
に
拡
充
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
か
」
が

課
題
で
、
今
後
、
幹
事
会
で
検
討
し
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

皆
様
か
ら
も
有
意
義
な
ア
イ
デ
ィ
ア
な
り
ご
意
見
を
お

寄
せ
願
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

①
宇
宙
の
輸
送
シ
ス
テ
ム　

─ 

打
ち
上
げ 

─

・
衛
星
を
宇
宙
ま
で
運
ぶ
手
段
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
。
日
本
は
、

ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
始
ま
っ
て
Ｈ
Ⅱ
Ａ
型
ま
で
独
自

開
発
し
て
き
た
。
現
在
Ｈ
Ⅱ
Ｂ
型(

打
上
げ
能
力
＝
低
軌

道
16
ト
ン)

を
開
発
中
で
、 

今
年
中
に
打
ち
上
げ
予
定
。

・
約
５
年
前
ま
で
は
、
よ
く
失
敗
し
た
が
、
最
近
失
敗

は
な
い
。
打
ち
上
げ
成
功
率
は
約
92
％
（
１
９
８
０
〜

２
０
０
９
・
１
・
23
）、
中
国
の
次
で
第
５
位
。
一
番
は
ロ

シ
ア
だ
が
96
％
と
大
差
な
い
。
日
本
の
進
歩
が
著
し
い

と
い
え
る
。

・
Ｈ
Ⅰ
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
だ
っ
た
が
、
Ｈ
Ⅱ

型
に
な
っ
て
純
国
産
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
だ

け
は
、
技
術
移
転
し
て
く
れ
た
。
他
国
に
は
軍
事
機
密

と
し
て
Ｎ
Ｏ
と
い
っ
て
い
る
。

・
約
３
０
０
ト
ン
の
ロ
ケ
ッ
ト
で
約
３
〜
４
ト
ン
の
衛
星
や

飛
行
士
を
宇
宙
ま
で
運
ぶ
、輸
送
効
率
は
１
０
０
分
の
１

に
過
ぎ
な
い
。
乗
用
車
が
約
１
ト
ン
の
車
体
で
４
０
０

㎏
運
ぶ
の
と
比
べ
る
と
極
め
て
非
効
率
と
い
え
る
。

②
宇
宙
の
利
用　

─ 

搭
載
さ
れ
る
も
の 

─

・
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
衛
星
、
宇
宙
飛
行
士
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

資
材
等
を
地
上
か
ら
宇
宙
へ
運
び
、
宇
宙
で
は
、
様
々

な
宇
宙
利
用
が
展
開
さ
れ
る
。
最
近
の
日
本
の
衛
星
に

よ
る
主
な
宇
宙
利
用
を
あ
げ
る
と

・
運
輸
多
目
的
衛
星
（
ひ
ま
わ
り
）
気
象
観
測
、
洋
上
に

あ
る
航
空
機
の
管
制
、
航
行
援
助

・
技
術
試
験
衛
星
（
き
く
８
号
）
移
動
体
通
信
、
災
害
時

通
信

・
陸
域
観
測
衛
星
（
だ
い
ち
）
高
精
度
の
陸
域
観
測
に
よ

り
災
害
状
況
の
把
握
、
立
体
地
図
、
資
源
観
測
等

県
人
会
　
第
一
回
　
夏
の
イ
ベ
ン
ト

「
特
別
講
演
会
・
懇
親
会
」
開
催

第
１
部

特
別
講
演
会
　「
日
本
の
宇
宙
開
発
」

イ
ベ
ン
ト
内
容



7

夏 の イ ベ ン ト

・
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
衛
星
（
き
ず
な
）
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
デ
ー
タ
通
信

・
温
室
効
果
ガ
ス
観
測
衛
星
（
い
ぶ
き
）
温
室
効
果
ガ
ス

の
濃
度
分
布
計
測
（
国
際
協
力
Ｐ
Ｔ
）

（
観
測
地
点
数　

２
９
３
→
５
６
０
０
０
地
点
）

・
自
動
車
の
ナ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
も
と
も
と

は
米
軍
の
技
術
）
を
補
完
す
る
高
精
度
測
位
シ
ス
テ
ム

「
準
天
頂
衛
星
」
の
初
号
機
を
２
０
１
１
年
に
打
ち
上

げ
る
。
成
功
す
れ
ば
、
測
位
可
能
時
間
が
90
％
→
99.8
％

に
拡
大
し
、
測
位
制
度
も
4.9
ｍ
→
1.0
ｍ
以
下
に
向
上
す
る
。

③
宇
宙
科
学

・
宇
宙
開
発
の
進
展
で
地
上
か
ら
の
観
測
で
は
、
わ
か
ら

な
か
っ
た
宇
宙
の
現
象
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
マ
ゼ
ラ
ン
星
雲
に
あ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の

大
爆
発
の
瞬
間
を
捉
え
た
天
文
衛
星
（
す
ざ
く
）
の

映
像
や
赤
外
線
全
天
サ
ー
ベ
イ
に
よ
り
星
の
誕
生
と
死

の
過
程
を
探
る
デ
ー
タ
を
収
集
し
た
天
文
衛
星
（
あ
か

り
）
の
活
躍
等
が
あ
る
。

・
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
月
探
査
衛
星
（
か
ぐ
や
）
や
小
惑

・
宇
宙
な
ら
で
は
の
現
象
、
環
境
の
違
い
に
着
目
し
た

数
々
の
実
験
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
技

術
は
、
次
な
る
宇
宙
開
発
、
地
球
上
の
環
境
技
術(

浄
水

化
技
術
等)

等
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

⑤
日
本
の
宇
宙
産
業　
　

・
日
本
は
、
軍
需
が
ま
っ
た
く
な
い
。
官
需
が
圧
倒
的

（
92
％
）

・
売
上
高
は
、
約
２
億
ド
ル
で
ア
メ
リ
カ
の
20
分
の
１
、
人

員
は
、
６
６
９
３
人
、
ア
メ
リ
カ
の
６
分
の
１

・
宇
宙
技
術
は
、
様
々
な
課
題
を
解
決
し
、
社
会
を
変
革

す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

（
例
）

・
ロ
ケ
ッ
ト
の
断
熱
技
術 

→ 

塗
布
式
断
熱
技
術 

→ 

ア
ス
ベ

ス
ト
の
代
替
材

・
宇
宙
用
飲
料
水 

→ 

ど
ん
な
水
か
ら
も
安
全
な
飲
料
水

製
造
可
能 

→ 

水
不
足
問
題
の
解
決
に
貢
献

・
長
期
滞
在
生
命
維
持
技
術 

→ 

ご
み
処
理
装
置
や
有
機

廃
棄
物
再
利
用
装
置

・
ロ
ケ
ッ
ト
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
技
術 

→ 

免
震
用
積
層
ゴ
ム
支

承 

→ 

建
物
の
高
層
化
等

・
地
球
観
測
衛
星
の
セ
ン
サ
ー
技
術 

→ 

果
物
の
糖
度
セ
ン

サ
ー

・
固
体
ロ
ケ
ッ
ト
点
火
技
術 

→ 

自
動
車
の
エ
ア
バ
ッ
グ
を

瞬
時
に
膨
ら
ま
す
技
術

・
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
時
の
爆
風
伝
播
計
算
シ
ス
テ
ム 

→ 

リ

ニ
ア
新
幹
線
の
先
頭
車
両
の
設
計

・
ロ
ケ
ッ
ト
の
軽
量
化
、
高
強
度
化
技
術 

→ 

ダ
イ
ヤ
カ
ッ

ト
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

→ 

飲
料
製
罐
業
界
に
革
命

・
月
探
査
衛
星
の
月
震
計
セ
ン
サ
技
術 

→ 

早
期
検
知
地
震

計 

→ 

地
震
予
知
等

・
岐
阜
に
も
宇
宙
関
連
事
業
が
多
数
あ
る
が
、
研
究
開
発

星
「
い
と
か
わ
」
を
探
査
し
た
後
地
球
に
帰
還
予
定
の

小
惑
星
探
査
機
（
は
や
ぶ
さ
）
の
活
躍
が
国
民
を
興
奮

さ
せ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

・
こ
の
よ
う
に
宇
宙
を
舞
台
と
し
た
人
類
の
活
躍
は
無
限

に
広
が
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
し
て
も
次
な
る
「
人
類

活
動
領
域
拡
大
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
国
際
月
面
有

人
探
査
」
へ
の
参
画
を
予
定
し
て
い
る
。

④
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と「
き
ぼ
う
」 

─ 

若
田
飛
行
士

・
明
日
（
19
日
）
エ
ン
デ
ヴ
ァ
ー
が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ド
ッ
キ

ン
グ
し
て
「
き
ぼ
う
」
の
最
後
の
資
材
が
到
着
す
る
の

で
よ
う
や
く
わ
が
国
独
自
の
実
験
棟
が
完
成
す
る
。
こ

れ
で
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
か
ら
借
り
ず
に
実
験
が
行
え
る
。

・
若
田
飛
行
士
が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
の
船
内
ヴ
ィ
デ
オ
を
送

っ
て
き
て
い
る
の
で
お
見
せ
す
る
。

・（
若
田
飛
行
士
に
よ
る
船
内
解
説
─
仕
事
、
食
事
、
生
活

の
様
子
等
）（
若
田
飛
行
士
は
、
７
月
31
日
エ
ン
デ
ヴ
ァ

ー
に
て
無
事
帰
還
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し

て
ご
苦
労
様
で
し
た
。
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
く
だ
さ
い
。）

だいちから見た
富士山の立体地図

人類がはじめて見る月のウラ側

だいちから見た
富士山
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し
て
是
非
成
長
し
て
欲
し
い

○
質
疑
応
答

多
治
見
で
も
耐
熱
タ
イ
ル
に
取
り
組
も
う
と
い
う
話
が

あ
っ
た
が
、
採
用
さ
れ
る
可
能
性
は
？

日
本
で
も
打
ち
上
げ
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
、
衛
星
や
飛

行
士
を
回
収
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

回
収
す
る
に
は
、
大
気
圏
を
通
過
さ
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
優
秀
な
タ
イ
ル
は
ぜ
ひ
必
要
。
多
治
見
で
開

発
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
大
変
あ
り
が
た
い
。

我
が
国
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
成
功
率
は
、
92
％
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
、
信
頼
性
の
確
保
に

問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
背
景
に
、
自
動
車
の
技
術
開
発
に
お
け
る
実
験
と

異
な
っ
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
場
合
に
は
、
完
成
品
と
し
て

組
み
立
て
た
状
態
で
実
験
す
る
こ
と
の
困
難
性
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
あ
た
り
の
対
策
は
如
何
で
す
か
？

最
近
で
は
、
失
敗
は
な
く
安
全
性
は
向
上
し
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。
成
功
率
は
過
去
を
引
き
ず
っ
て
い
る

の
で
こ
れ
を
上
げ
る
に
は
も
っ
と
数
多
く
打
ち
上
げ
て

分
母
、
分
子
共
に
高
め
る
以
外
に
な
い
。
一
番
成
績

の
良
い
ロ
シ
ア
で
も
25
回
に
一
回
失
敗
し
て
お
り
、
ロ

ケ
ッ
ト
が
危
険
な
乗
り
物
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
こ
ん
な
危
険
覚
悟
で
搭
乗
す
る
宇
宙
飛
行
士
達

の
使
命
感
に
つ
い
て
は
本
当
に
頭
が
下
が
る
。

宇
宙
に
は
、
衛
星
に
由
来
す
る
も
の
が
ゴ
ミ
と
し
て

相
当
多
数
存
在
し
て
飛
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

宇
宙
飛
行
時
に
お
け
る
安
全
性
の
問
題
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

宇
宙
空
間
は
、
大
変
広
い
の
で
直
ち
に
問
題
が
生
ず

る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
た
だ
衛
星
と
の
衝
突
は
、
絶

対
避
け
る
よ
う
に
地
上
か
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。

こ
の
前
、
衛
星
同
士
ぶ
つ
か
っ
た
の
は
、
制
御
不
能
に

な
っ
て
い
た
古
い
衛
星
同
士
の
衝
突
で
ど
う
し
よ
う
も

な
か
っ
た
。

・
講
演
会
終
了
後
、
講
演
会
参
加
者
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
し

て
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
の
総
会
と
同
様
、

談
論
風
発
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
名
刺
交
換
や
知
人
紹

介
等
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

・
話
題
は
、
や
は
り
仕
入
れ
た
ば
か
り
の
宇
宙
の
話
で
も

ち
き
り
で
し
た
が
、
料
理
も
「
結
構
い
け
る
じ
ゃ
な
い

か
』
と
い
う
声
が
方
々
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
な
ど
評
判

は
上
々
。
い
つ
も
な
が
ら
和
気
藹
々
の
県
人
会
風
景
の

一
日
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
文
責
：
神
谷
）
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